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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 15日 (2007.11.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 支 持 体 上 に 少 な く と も １ 層 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 層 を 含 有 す る 銀 塩 感 光 材 料 を 導 電 性 材 料
前 駆 体 と し て 使 用 す る 導 電 性 材 料 の 製 造 方 法 に お い て 、 該 銀 塩 感 光 材 料 を 露 光 後 、 硬 化 現
像 す る こ と を 特 徴 と す る 導 電 性 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 支 持 体 上 に 少 な く と も １ 層 の ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 層 を 含 有 す る 銀 塩 感 光 材 料 を 導 電 性 材 料
前 駆 体 と し て 使 用 す る 導 電 性 材 料 の 製 造 方 法 に お い て 、 該 銀 塩 感 光 材 料 を 露 光 後 、 硬 化 現
像 し 、 そ の 後 め っ き 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 導 電 性 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 膨 潤 抑 制 剤 の 存 在 下 で 硬 化 現 像 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 導
電 性 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 銀 塩 感 光 材 料 を 露 光 後 、 硬 化 現 像 し 、 そ の 後 ハ ロ ゲ ン 化 銀 溶 剤 を 含 有 す る 現 像 液 で 現 像
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら の い ず れ か に 記 載 の 導 電 性 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 銀 塩 感 光 材 料 が 無 電 解 め っ き 触 媒 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら の い ず れ
か に 記 載 の 導 電 性 材 料 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら 硬 化 現 像 薬 は 導 電 材 料 前 駆 体 の ど の 層 に 含 有 さ れ て も 良 い が 、 ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤
層 も し く は 下 引 き 層 に 含 有 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 特 に ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 層 に 含 有 さ れ て
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４



い る こ と が 好 ま し い 。 含 有 す る 好 ま し い 量 は ハ ロ ゲ ン 化 銀 乳 剤 層 の 水 溶 性 バ イ ン ダ ー を 耐
水 化 で き る だ け の 量 で あ る た め 、 使 用 す る 水 溶 性 バ イ ン ダ ー の 量 に 応 じ て 変 化 す る 。 好 ま
し い 硬 化 現 像 薬 の 量 は ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ 水 溶 性 バ イ ン ダ ー １ ｇ 、 更 に 好 ま し く
は ０ ． １ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ ｏ ｌ ／ 水 溶 性 バ イ ン ダ ー １ ｇ で あ る 。 こ れ ら 硬 化 現 像 薬 は 塗 液 に 溶
解 さ せ 層 に 含 有 さ せ て も 良 い し 、 オ イ ル 分 散 液 に 溶 解 さ せ て 各 層 中 に 含 有 さ せ る こ と
も 可 能 で あ る 。
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